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はじめに

抗リン脂質抗体症候群（antiphospholipid

syndrome：APS）は，1986年にHughsらによ

り提唱された疾患概念である')。ＡＰＳにおいて

肺塞栓症は約20％に認められる2)とされている

が，肺塞栓症例における同抗体の発現頻度や，

その推移を検討した報告は少ない。そこで本研

究では，肺血栓塞栓症例における抗リン脂質抗

体陽‘性の頻度，およびその抗体価の推移と臨床

経過との関連について検討を加えた。

１対象と方法

１９９０年より当科にて入院加療を行った肺塞

栓症症例２１例（男'性６例，女'性１５例，平均年

齢56.4歳)を対象とした。全例に抗リン脂質抗

体，すなわち，抗カルジオリピン抗体(aCL）ま

たはループスアンチコアグラント（ＬＡ）を測

定した。ａＣＬはIgG,IgM抗体ともにELISA

法,ＬＡは希釈プロトロンピン時間法を用いた。

ＡＰＳの診断にはHarrisの診断基準を用い

た3)。aCL,ＬＡが１回のみ陽'性で診断基準を満

たさない例は疑診例とした。

２結果

２１例中,非豚原病例は１９例,豚原病例は２例

で，いずれもＳＬＥであったｄ抗体陽性率は全

体では６例（29％)，非豚原病４例（21％）およ

び修原病２例（100％）であった。ＳＬＥの２例

(症例３，４）はＡＰＳ診断基準を満たしＳＬＥ

合併ＡＰＳと考えられた。また非豚原病抗体陽

'性４例のうち,ＡＰＳの診断基準を満たし基礎疾

患の明らかでない，いわゆる原発‘性ＡＰＳは２

例（症例１，２)，疑診例は２例（症例５，６）

であった(表１)。明らかな深部静脈血栓が証明

表１抗リン脂質抗体陽性の肺塞栓症例の臨床背景
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